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アーサー岨シモンズのワグネリアンとしての
自己形成を巡るコンテクスト
デカダンスからサンボリスムヘの転向の問題
富田　雄一郎
　本論はイギリス文学における“ヴァーグナー効果”研究の一貫としてアーサー・
ウィリアム・シモンズ（Arth1lr　W川iam　Symons）を取り上げ，彼のヴァーグナー観
を分析することを最終目標として設定している。だが具体的なテクスト分析に入る
前に，シモンズのヴァーグナー受容がどのような状況下でなされたのか，いかなる
コンテクストの申に位置していたのかを押さえておく必要がある。従って論文の構
成としては，第一にシモンズのヴァーグナー受容の過程を資料を基に再構成し，そ
して第二にシモンズが自分の位置していた社会や文化との相互交渉を通じてどのよ
うにワグネリアンとしての白己を形成していったかを分析する為にいくつかのコン
テクストを付与することになるだろう。つまり本論は，以後に続く研究の序章的性
格のものである。まず始めに，シモンズがいつ頃どのようにしてワグネリアンと呼
べる白己を成型していったかを，民衆のヴァーグナー受容の状況と重ね合わせつつ
跡づけてみよう。
　ヴァーグナーとイギリスとの関わりはかなり古いく1）。実父フリードリッヒ，義
父ガイヤー共に演劇と深い関係があったため，彼は幼少からシコニイクスピアに親し
んでいた。彼の理想とする芸術形態がべ一トーヴェンの音楽性とシェイクスピアの
ドラマ性を融合したようなものであることを考えれば，英国との関係を抜きにして
ヴァーグナーを語ることすらできないのである。その彼が実際にイギリスの地に降
り立ったのは1839年のことで，最初の妻ミンナと愛犬ロッバーと共にリガの借金取
りから逃れパリヘ亡命する逃避行の途上であった。この航海の時に遭遇した嵐から
着想を得て『さまよえるオランダ人』が創られるのだが，音楽家としての名声もま
だ確立しておらず，イギリスでも彼の名前は殆ど知られていなかった。従ってイギ
リス側からのヴァーグナーに対するリアクションはもっと後年のことになる。
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　55年に再びロンドンを訪問し，自身がタクトを振って8回にわたるコンサートを
開いた時には，既に彼に関する様々な“評判”はイギリスにも伝わっていた。この
時，聴衆からは熱狂的喝采と共に受け入れられたにも関わらず，五十年代後半から
六十年代にかけては，二，三の例外を除いて，ヴァーグナーの楽劇が公式に演奏さ
れることはなかった。舞台作品が上演されるのは，フランスに遅れること十年，七
十年代に入ってからのことである。7ユ年の『さまよえるオランダ人』（当時はイタ
リア語で上演されることが多く，このオペラも〃αα〃θ8θ1）α舳ατoという題だった）
を始めとして，『ローエングリン』や『タンホイザーとヴァルトブルクの歌合戦』
などが，殆どの場合はイタリア語や英語によるものではあったが，頻繁に上演され
るようになる。73年にヴァーグナー協会が設立されていることを考えれば，ドイツ・
オペラの人気の高まりと共にヴァーグナーの名前がかなり肯定的に認知され始めて
いたと言ってよい。77年には三度目の　　そして最後の一ロントン訪問を妻の
コージマと指揮者のハンス・リヒターと共に果たし，ジョージ・エリオットを始め
とするイギリスの文人達と会っている。だが65年生まれでまだ12才でしかないシモ
ンズが，この一連の出来事と関係があったとは思えない。幼少からピアノを習って
いたこともあって，ヴァーグナーに関する情報をある程度得ていた可能性はあるも
のの，父親のマーク・シモンズが巡回説教師だったため一家が各地を点々としてい
たことから推測して，ロンドンの上演会に接する機会はまずなかったと考えてよい
であろう。伝記作家のロジェ・ロンブロー（Roger　Lhombreaud）によれば，
　Up　ti11then，music　had　been　the　mere㎜echanica1and　unenthusiastic　practis三ng　of　scales
　　　　　　　（2）and piano　exercises．
ということなので，この時点ではまだ音楽自体に対する目覚めも見られず，たとえ
ヴァーグナーの音楽を耳にしていたとしてもそれ程大きな影響を受けることはな
かったと思われる。
　音楽への興味が現われるのは，シモンズの自伝的小説「生の序曲」（“A　Pre1ude
toL1fe”）によると，1880年12月のことだった。嫌々ながらもピアノの練習を続け
ていた彼は，ある日ドイツ人の音楽教師が弾くショパンの葬送行進曲（ピアノ・ソ
ナタ第二番第三楽章）を耳にして突然感動を覚える。
He　played　so亙1eth三ng　which互had　never　heard　before，something　which　seemed　to㎜e　the
most　wonderful　thing　I　had　ever　heard．．
　　　　　　　　　（3）envelop　me1ike　a　storm．
．．was　caught　into　an　ecstacy，the　sound　seemed　to
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こうして書物と音楽が，退屈な現実世界から逃避する手段となってゆく。十五才と
いう早い時期から音楽に対する興味は培われていたのである。
　シモンズが文学者として世に出るのは86年の『ブラウニング研究序説』（ル〃一
肋d〃伽亡o伽∫肋むψBγoω〃伽g）によってである。この頃は，『ラ・ルヴユ・ワ
グネリエンヌ』のイギリス版雑誌『ザ・マイスター』が創刊されるなどヴァーグナー
熱がますます高まっていった時期にあたる。シモンズがヴァーグナーの名前をいつ
知ったのかについてはいまだ厳密な時期は特定できないが，現在入手可能な資料の
内では，83年3月1日付けのチャールズ・オズボーン宛書簡で，
　His　［Browningls］1ater　sty1e　bears，in　my　opinion．much　the　same　relaξion　to　his　ear1ier
that　Wagner’s1ater　s乞yle　does　toん｛∫ear11er．It　is　a　development，a　growth．（4）（括弧引用者）
と当時関心を寄せていたブラウニングを論じる際に引き合いに出しているのが最も
早い時期の言及である。初期，後期云々を論じている以上，ヴァーグナーに関して
何らかの全体像は捉えていたはずであり，ということはこの時点でかなり詳しい情
報を入手していたことになる。更に同書簡では
　What　a　calamity1s　the　death　of　Wagner！Have　you　seen　Swinbumels　poem1et　on　his
d。。th，i．th。舳1。〃ω1舳f。。F．b．24！iti．j・・1・1・。。・li・。。1・・g．1thi・k！｛5）
とあり，ここで触れられているスウィンバーンの詩とは，これより一ヶ月程前2月
24日の「ミュージカル・レヴユr紙に掲載された「リヒャルト・ヴァーグナーの
死」（ヴァーグナーはそれより十日前の2月王3日にヴェネツィアで死去している）
だと推測されるが，“Calamity”という言葉からヴァーグナーの重要性をある程度
は認識していたらしいことがうかがえる。
　だが，知識としてその重要性を認識していたとしても，ヴプーグナーを論じたテ
クストは97年以前には存在せず，他のテクストにもはっきりとした影響の跡は認め
られないのである。この頃のシモンズの内面で重要な位置を占めていたのは，ジョ
ン・マンロ（John　Munro）やカール・ベックソン（Karl　Beckson），矢蜘峰人など
殆どのシモンズ研究家が指摘するように，何といってもブラウニングやペイター，
ボードレールであり，ヴァーグナーではなかったと判断するのが適切であろう。両
者の本当の意味での“出会い”はまだ先のことなのである。
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けていて，これがどこからの情報か定かでないが，彼の見解が正しいとすると，97
年以前に実際の舞台に接していたことになる。だがそれでも，97年以前にはヴァー
グナーに関する記述は書簡の中以外には存在しない。また彼は『文学におけるサン
ボリストの運動』（丁加∫〃b舳f〃oり舳舳亡｛〃〃θγα古洲θ）の中で，
　Carry　the乞heories　of　MaHarmξto　a　practical　conclusion，mulをiply　his　powers　in　a　direct
ratio，and　you　have　Wagner．lt　is　his　failure　not　to　be　Wagner．And，Wagner　havi㎎ex－
i・t・d，itw・・f・・himt・b・・㎝・thi・g㎜・・，t…mp1．t．W．g…．（’o）
とサンボリスムの教祖ともいうべきマラルメよりもヴァーグナーの方を上位に位置
づけ，五905年の評論『リヒャルト。ヴァーグナーの思想』（丁伽肋α∫ψR舳αγd
w卿惚γ）では，
　［M］ay　we　notadmit乞hat之he　typica1artofthenineteenthce砒ury，theartforwhichitis
most　likely　to　be　reme㎜bered，has　been　the　art，musica1and　dramatic，of　R1chard　Wagner？（ユ1）
と，彼を十九世紀の典型的な芸術家と見倣すようになるのだが，これら一連の言説
におけるヴァーグナーの神聖化は97年以前には見られない行為なのである。ここに
は明らかに“変化”が指摘できる。既に見てきたように，シモンズはかなり前から
ヴァーグナーの名前を，おそらくは音楽も，知っていたはずである。そしてオズボー
ン宛書簡から推測する限り，それなりの評価もしていたはずである。だがこれ程に
重視してはいなかった。つまり97年のヴァーグナー体験こそが真の“出会い”なの
であり，いわば“再発見”という言葉が適切なのである。ではなぜ急にこの時になっ
てヴァーグナーが重要な芸術家としてシモンズの内面に浮上してきたのだろうか。
　九十年代に入ってイギリスにおけるワグネリズムはますます白熱化してきた。普
仏戦争後のフランスで『ローエングリン』上演反対騒動が起こった時とは違って，
イギリスの対ドイツ感情は決して悪いものではなかったし，大英帝国の拡大・成熟
と共に外へ向かう力がこの時代の支配的ベクトルとなっていた。従って大陸文芸の
摂取・交流はそうした歴史的流れの必然的帰結だったわけである。ビアズリーの書
簡やジョージ・バーナード・ショウの音楽評論を絡けば，九十年代にはほぼ毎年の
ようにヴァーグナーのシーズンが催されていたことがわかる。マンチェスターやリ
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ヴァプールなどロンドン以外の都市でも相次いで上演され，92年にはコヴェント・
ガーデンがグスタフ・マーラーを指揮者として招聰し『二一ベルングの指輸』を“ド
イッ語”で上演する。それまでのコヴェント・ガーデンはイタリア語などによる演
奏が通例であったが，この頃になると原語上演が望まれるまでになった。シモンズ
のヴァーグナー再発見の背景にはこうした聴衆の意識の成熟という歴史的事実が横
たわっている。
　シモンズの側近くにいたワグネリアンの存在も指摘しておかなければなるまい。
彼をバイロイトに導いたハーヴェロック・工りスは心理学者として活躍する一方，
ワグネリアン雑誌「ザ・マイスター』の編集長も務めており，96年にはヴァーグナー
の散文集の英訳まで行った極めつけのワグネリアンなのである。89年にシモンズを
初めてパリに連れ出し，マラルメやユイスマンス，メーテルランク，グールモン，
レニエらサンボリストに会わせたのも彼であり，シモンズにとっては特に重要な意
味を持つ人物の一人である。ヴァーグナーに関しても彼の存在は無視できないのだ
が，エリス訳の散文集に関しては，「『パルジファル』のレッスン」で，
　I　have　not　read　any　of　his　theoretica1writings，and　I　caB0nly　make　my　own　deductions
　　　　　　　　　　　　　　　　u2）fぎo㎜what l　actually　saw，therc　on　the　stage、
と書いているように，97年の時点では読んでいなかったようである。つまり97年の
再発見は，総合芸術思想や祝祭劇といった理論面に対する共感よりも，目と耳で感
受したものに対する共感の方が勝っていたのである。『パルジファル』体験後，シ
モンズはヴァーグナーの散文の重要性に気付き，エリス訳を下敷きとしながら『リ
ヒャルト・ヴァーグナーの思想』を書くに至る。これが後にはイェイツの作品に影
響を与えることにもなる。
　もう一人，『ザ・サヴォイ』で美術主任をしていたオーブリー・ビアズリーの存
在も忘れてはならない。彼は98年に静養先のマントンで25才の若さで病死するまで，
コンサートでヴァーグナーの楽曲をやるといえば聴きに行き，コヴェント・ガーデ
ンで上演される楽劇は欠かさず見ていた。ワイントラウブの『ビアズリー伝』によ
れば“Beards1eyhadtwograndpass1㎝sin1ife．OnewasforWagner’sn汕sic，and
the　other，which　he　thought　sし三rpassed　in　intens三ty　his　Iove　for　music，was　for　fine
raiment．’u3）ということで，彼はいわば九十年代の代表的なワグネリアンの一人だっ
たのである。それも97年の直前という極めて重要な時期にシモンズと仕事を共にし
ていた人物であることを忘れてはならないだろう。ビアズリーは，『二一ベルング
の指輪』を基にした何枚かのドローイングを始めとして，「ヴァーグナー崇拝者（ワ
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グネリット）」，「イゾルデ」、けトリスタンとイゾルデ』の稽古」，そして『タンホ
イザrを工ロティックにパロディ化した散文作品『丘の麓で』（『ヴィーナスとタ
ンホイザー』）とその挿し絵など，ヴァーグナーに関係した作品を数多く残している。
シモンズがこれらを知っていたことは確実であるし，ビアズリーの口からヴァーグ
ナーの良さを吹聴されていただろうことも容易に想像がつく。
　シモンズを巡るワグネリアンとしては，同じ頃に音楽批評家としても活躍してい
たショウにも『完全なワグネリット』を始めとするヴァーグナー評論があるし，
ジョージ・ムーアもヴァーグナーの技法面に注團して小説に取り込んでおり，こう
した人物との交流，インターテクスチュアリティーについても今後の調査が必要で
あろう。
　同時代人ではないがシャルル・ボードレールの名前も挙げておく。彼はフランス
における最初期のワグネリアンとして有名であり，『リヒャルト・ヴァーグナーと
『タンホイザー』パリ公演』というヴァーグナー論を残している。このパンフレッ
トはボードレールからスウィンバーンに送られ，スウィンバーンの死後1916年6月
19日に15ポンドでシモンズが入手する。といってもそれ以前からこのテクストのこ
とは知っていて，1905年発表の『リヒャルト・ヴァーグナーの思想』冒頭でも引用
されている。そして97年の「『パルジファル』のレッスン」にもボードレール的受
容の痕跡が指摘できるのである。更に，文学者としてデヴユーした頃のシモンズは
ペイターやブラウニングと共にボードレールを文学上のモデルとしていて，第一詩
集『夜と昼』（1）αツ8α〃Mg〃8）を筆頭に影響の跡が顕著に認められるのである。『パ
ルジファル』体験のはるか以前に，ホートレールから　　そしておそらくはその
ウァークナー論から　　影響を受けているわけで，シモンスのウァークナー観を
論ずる場合に，この詩人の存在も無視することはできない。
　こうした外的状況に加えてシモンズの内的状況はどうだったろう。ヴァーグナー
再発見前後のシモンズは文学的にはどのような立場を取っていたのだろうか。そこ
に再発見の原因を明らかにしてくれる要素は指摘できないだろうか。
　シモンズの経歴は大きく三つの時期に分類できる。第一期は上述した「ボードレー
ル，ペイター，ブラウニングの時期」。そして第二期は，89年にハーヴェロック・
エリスと共にパリを旅行してデカダンスやサンボリスムなど当時の新興文芸に接
し，ヴェルレーヌを文学上のモデルとした時期である。この89年という年はマンロ
を始めとして多くの研究家がターニング・ポイントであると考えており，以後をシ
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モンズの「デカダント時代」として扱うのが専らである。この時期には多くのデカ
ダンス詩を発表してデカダンス詩人の名声を確立した。そして第三期が，99年刊行
の『文学におけるサンボリストの運動』で象徴される「サンボリスト時代」で，象
徴的で神秘的，形而上学的な詩を多く作るようになるのである。
　『文学におけるサンボリストの運動』はシモンズの著作の中で最も馴染み深いも
のであると言える。文学史では大抵代表作として挙げられているし，特に日本にお
いては，大正9年に岩野泡鳴“悪訳”の『表象派の文学運動』が，小林秀雄や中原
中也，富永太郎といった人々を始めとして当時の文壇に甚大な影響を与えたという
文学史的事実もあって，詩人としてよりは評論家として，デカダントとしてよりは
サンボリストとしての印象が強い。ところが，この評論のタイトルが最初の予定で
は“サンボリスト”ではなく『文学における“デカダント”の運動』だったという
事実は殆ど知られていない。この“デカダンス”から“サンボリスム”への転向問
題はヴァーグナー再発見と同時期に見られる大きな変動であり，極めて重要なコン
テクストの一つであると思われるので，しばらくこの間題を考察してみたい。
　『文学におけるサンボリストの運動』干1」行より三年前の96年ユ2月の『ザ・サヴォ
イぷ最終号に，レナード・スミザーズ出版によるシモンズの著作の広告が掲載され
ている。そこには“λ榊oγせ∫τ1｛〃舳α（ReadyonJan．2！st，1897），∫舳｛θ5伽伽o
〃伽伽㈱（R・・dy・・F・b・…y5th，ユ897），L・κ伽M9〃∫（1・1h・p・…），∫舳㎝θ1一
亡召8（Outofprint）”と共に，近刊として『文学におけるデカダントの運動』（丁加
D舳dθ〃〃o〃θ舳〃伽L伽γαf㈹）の名前が見えるのである。目次もついていて，そ
れによると扱われる予定の文学者は，ヴェルレーヌ，ゴンクール兄弟，ユイスマン
ス，ヴィリエ・ド・リラダン，メーテルランクの五人となっている。『文学におけ
るサンボリストの運動』（99年初版）で実際に考察の対象となったのは，ネルヴァル，
ヴィリエ・ド・リラダン，ランボオ，ヴェルレーヌ，ラフォルグ，マラルメ，ユイ
スマンス，メーテルランクであって，ゴンクール兄弟が削除され，かわりにネルヴァ
ル，ランボオ，ラフォルグ，マラルメの四人が追加されたことになる。ゴンクール
兄弟をサンボリストと呼ぶ習慣はないし，反対に，追加された四人がサンボリスム
を論ずる際に不可欠であることを考えれば，この二つの作品はデカダンスとサンボ
リスムという異なる文芸運動を論じた“別々の”著作ではないかという憶測も出て
くるかも知れない。だがゴンクール兄弟以外は全て99年の著作でも扱われているわ
けで，前川祐一氏が「内容から見て，ゴンクール兄弟は省かれているものの，『デ
カダンス運動』で著者が予定していたすべての詩人論を含んだこの書物（『文学に
おけるサンボリストの運動』）が，計画中のあの本（96年の新刊予告の『文学にお
けるデカダントの運動3）が装いを変えたものであることに疑いの余地はない∫14）（括
一！02一
弧引用者）と断定しているように，両者に何らかの連綻性が存在することは明自で
あろう。
　しかも「文学における“デカダント”の運動』は一つではないのである。『ザ・
サヴォイ』の新刊予告より更に三年前の93年11月『ハーパーズ・ニュー・マンス
リーマガジン』紙上に掲載された評論がそれである。十ぺ一ジ足らずの小論では
あるが，後の新刊予告でも挙げられていたゴンクール兄弟，ヴェルレーヌ，メーテ
ルランク，ユイスマンスの他に，現在ではサンボリストとして分類されているマラ
ルメやレニエ，デュジャルダン，『サンボリスム宣言』で有名なモレアス，更には
フランス以外の作家　　オランタの小説家クーペルスやイタリアのウユリスモ作
家カプアーナ，ノルウェイのイプセン，イギリスのペイターやW・レヘンリー
一一までが論じられている。（図参照）後に『登場人物一覧』（1）伽伽舌｛8〃∫㎝αθ）
に収録される時にフランス以外の作家は削除されるのだが，『文学におけるサンボ
リストの運動』で（ネルヴァルは例外としても）時代と場所を世紀末のパリに限定
していたのに比べると，この93年の評論が未だ漠然とした拡大志向を内包していた
ことがわかる。
93fF- "Decadent Mov." 96~P "Decaclent Mov . " 99~p Symbolist Mov . 
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評論の冒頭でシモンズは当時の文芸思潮を次のように分析している。
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　The　latest　movement　in　European　li完erature　has　been　called　by　many　names，none　of　them
qujte　exact　or　comprεhensivε一Decadence，Sy皿一bohs㎜，lmpressionism，for　instance．。．．Tbese
terms，as　it　happens，have　been　adopted　as　the　badge　of1肚1e　separaξe　cl1ques，noisy，brain－
sick　young　people　who　hamt　the　brasseries　of　the　Boulevard　Saint＿Michel，and　exhaust
their　ingenu三ties　in　theorizing　over　the　works　they　cannot　write．But，take打frank1y　as
epithets　which　express　their　own　meaning，botb　Impressionism　and　Symbo｝ism　convey　some
notion　of　that　new　kind　of1iterature　which　is　perhaps　more　broadly　characterized　by　the
　　　　　　（王5〕word　Decadence． （下線引用者）
つまりサンボリスムと印象主義を包括するような大きな名称として“デカダンス”
を採用しているわけである。モレアスの『サンボリスト宣言3は86年に発表されて
おり，“サンボリスム”という言葉は文学者の間では既に認知されていたはずである。
にもかかわらずここでは，現在はサンボリストとして区別している作家をデカダン
トとして扱っているわけである。新刊予告で省かれていたマラルメらサンボリスト
がここではまだ含まれていることを考えるならば，三つの作品が相互に関係性を有
していることは容易に想像されるだろう。つまり，サンボリスムをデカダンスの一
派と規定して扱っている93年の小論がまず存在し，それを基に本格的な論文を予定
していたのが96年の近刊予告であり，最終的に出版されたのがタイトルを変更され
た『文学におけるサンボリストの運動』だったと考えられるのである。
　“デカダンス”から“サンボリスム”への変更の様相についてもう少し詳細に見
ていこう。90年！2月22日の『ザ・サタデー・レヴユー』紙に“The　very　noisy狐d
mot王ey　crew　of　yoUnger　writers　in　France、、1natura1jsts，decadents，sc｛entific　critic，
and　what　not．”｛16）とあるように，九十年代初期のイギリスでは，デカダンスにし
てもサンボリスムにしてもフランスの新興文芸は多少胡散臭いものと見なされてい
たようだ。シモンズ自身も91年4月18日『アカデミー』紙の「パリとポール・ヴェ
ルレーヌに関するノート」（“Notes㎝ParisaηdPaωVer1aine’’）では，サンボリス
ムを“thebrainsicklittleschoolof∫ツ舳ol｛曲∫”と言い，デカダンスを“thenoisy
1舳e　school　of1）66αdθ伽”と呼んで，両派とも切り捨てていたのである（17）。
　ところが上述の如く，93年には“デカダンス”は時代を総括する美学として一躍
脚光を浴びることになる。“Al－di蘭hisownpoetry，too，particu1州y1nS正LHOU－
ETTS（1892）and　LONDON　NIGHTS（ユ895），he　aspired　to　his　definitioΩof　the　dec－
adent　idea1．”（18）とマンロが述べているように，この時期のシモンズはデカダント
を標構し，デカダントの詩を作り，“デカダンス”という語を時代を代表する美学
として位置づけ，いかにもそれに浸りきっているかのように見える。少なくとも96
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All we ask from our contributors is good work, and good work is ali we offer our read-
ers. This we offer with some confidence. We have no formulas, and we desire no false unity 
of form ol~ matter. We have not invented a new point of view. We are not Realists, or 
Romanticists, or Decadents (19) (T,'f~~~ l;Fii;~) 
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The word Decadent has been narrowed, in France and in England, to a mere label upon a 
particular school of very recent writers. What Decadence, in literature, really means is that 
learned corruption of language by which style ceases to be organic, and becomes, in the 
pursuit of some new expressiveness or beauty, deliberately abnormal.(20) (T,tf]~~ l,f]j~~) 
A~ ~~'eC'~f~J~ ii-~+'*'~~,~r~~]1 Lf ~~*~!~ ~~tLi~ "abnormal" ~ v~ ~ ~i~1"~i~C ~r~~L) ~ 
~L~)7r~.,"~~B~~~**~~~: ~f~~~)~)~~)~). ~~ ~COv*}C994F 3 J:1 ~) ~~(~:~c~5ey~)Hf 
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Meanwhile, something which is vaguely called Decadence had come into being. That name, 
rarely used with any pl~ecise meaning, was usually either hurled as a reproach or hurled 
bacl{ as a defiance. It pleased some young men in various countries to call themselves Deca-
dents, with all the thrill of unsatisfied virtue masquerading as uncomprehended vice. As a 
mattel~ of fact, the term is in its place only when applied to style; to that ingenious defol~ma-
tion of the language, in Mallarm~, fol~ instance, which can be compared with what we al~e 
accustomed to call the Greek and Latin of the Decadence.... But a movement which in this 
sense might be cailed Decaclent could but have been a straying aside from the main l~oad of 
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1iterature．Noth三ng，not　even　conventiona1virtue，is　so　provinc三al　as　conventiona1vice；and
the　desire　to“bewi1der　the　middle－c1asses1’is　itse1f　middle－class．The　interlude，half　a
mock－interIude，of　Oecadence，diverted　the　atte耐ion　of　the　critics　wh三1e　something　more　se－
rious　was　in　preparation．Tha乞so㎜ething　more　serious　has　crysta1l｛sed，至or　the　time，under
the　for㎜of　Symbolism，in　which　art　retums　to　the　one　way　pathway，1eading　through
beaut舳things　tO　the　etemal　beauty．｛21）　　　　　　　　　　　　　　（下線弓1用者）
デカダンスという言葉を，文体のデフォルメの問題に縮小して適用している点では
二年前のメレディス論と同様だが，ここではもっと明白に“astrayi㎎asidefrom
the㎜ain　roadof肚eraωre”‘‘haぱamock－inter1ude”としてデカダンスを距めている。
サンボリスムを“moreserious”で“theetemalbeauty”に至る唯一の美学と高く
評価している以上，デカダンスは反対に，より真剣でなく，永遠の美には至れない
道だと見傲していることになる。これはかつてのシモンズがデカダンスをサンボリ
スムと印象主義を包括する美学として扱っていた態度とは随分異なっている。デカ
ダンスは「主流」から「傍流」へと転落しているのである。「シモンズが僅か6年
前に，いわばデカダンスに含まれた一つの分派にすぎない名称として，デカダンス
という大きな流れの一部にすぎないと，あれほど自身に満ちた断定を下していた象
徴主義を，ここではむしろ文学の主流として採りあげ，デカダンスをまがいものの
中流階級的幕聞劇として，その存在すらも否定するまでに心変わりしたことに，ぼ
くたちは驚くのである」｛22）と前川氏が指摘するように，ここでデカダンス否定の
立場は確定されてしまう。93年の「文学におけるデカダントの運動」でデカダンス
を文芸思潮として最高の位置に持ち上げ，持ち上げたかと思うと96年には「われわ
れはデカダントではない」と宣言する。更に否定したはずにもかかわらず，『ザ・
サヴォイぷ最終号ではあいかわらずデカダントという言葉を冠した評論の近刊予告
を出し，最終的には『文学における“サンボリスト”の運動』に落ち着くことにな
る。“転向”は直線的というより粁余曲折を経ていると言った方がよさそうである。
　いや落ちついたとも言えない。『文学におけるサンボリストの運動』は1919年の
第三版では，ボードレール以外はとてもサンボリストとは呼べないような作家
　　バルザック，メリメ，ゴーティエ，フロベール，ゾラ等一が追加されて“フ
ランス近代作家論”に変貌を遂げてしまうし，1924年に刊行された『アーサー・シ
モンズ著作集』（τんθ0o〃κ肋Woγ加ψλγ伽〃Φ伽㎝∫）では，更にイギリスの作家
が加えられタイトルも『二つの文学の研究2（∫肋伽8伽伽o〃8γα亡〃惚∫）と変えら
れたため，フランス・サンボリスムの紹介書という性格すら大幅に後退してしまう
のである（23）。全体の傾向としてはデカダンスからサンボリスムという行程がイメー
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ジされることは確かなのだが，シモンズがこの一連の書物で表現しようとしたもの
が非常に不安定で流動的なものであったことは否めない。
　デカダンスからサンボリスムヘの転向の理由として殆どの批評家が挙げているの
がW・B・イユイツの影響である。彼によってシモンズは神秘主義的象徴主義へと
接近していったと言うのである。二人は9ユ年に出会ってから親交を深め，95年にイェ
イツがシモンズの隣家に引っ越してきたことから更に親密な付き合いとなり，イェ
イツがアイルランド経由の神秘主義的象徴主義美学を，シモンズがフランスのサン
ボリスム美学をそれぞれ持ち込んで，相互交渉を重ねつつ幾度も議論をして独自の
美学を構築していった。マンロは96年に書かれた『ロンドン・ナイト』（Lα〃㎝
M鮒∫）第二版の「序文」（“PrefacetotheSecondEditionofLONDONNIGHTS”）
で“impressi㎝”のかわりにイェイッ流の“n1ood”を使い始めていること（“instead
ofus1ngtheword“impressions”headoptsthemoreYeatsian“moods”（24）），その
年の夏を二人してアイルランドで過ごした結果として，『ザ・サヴォイ3第六号の「ア
イルランドの城より」（“Fr㎝laCast1einIreland”）に指摘されるようにシモンズ
が神秘的ヴィジョンを見るようになったこと（“㎜derYeats’stuteiage，Sy㎜onsbe－
ga・toseevisi㎝s”（25）などを例に挙げて，96年の夏がサンボリスム転向の時期で
あると断定している。（“There1s肚1e　doubt，therefore，thatthes㎜merof1896
wasthetimeofSym㎝s’c㎝version”（26））。しかしこの年のユ2月にはまだ“デカダ
ンス”という語を冠した書物の近刊予告を出していたのだから，96年に転向が準備
され始めたとは言えても，確定されたと断定するのは如何なものだろうか。
　イェイツが転向を促す中心的な力としてシモンズに作用したことは確かだろう。
それは『文学におけるサンボリストの運動3の初版に付けられていたイェイツに対
する献辞の存在からも納得されるところである。だがそれだけが転向を促進する唯
一の原動力だったとは考えにくい。当時のイギリス文壇が直面していた社会的状況
’も無関係ではなかったろう。例えば95年に起こったワイルド事件との関わりを考え
てみよう。事件の全貌については省略するとして，これがデカダンス運動に対して
与えた影響は大きかった。ワイントラウブの『ビアズリー伝』には，ワイルド：ビ
アズリー＝『ザ・イエロー・ブック』という図式のもとで社会がデカダンスという
風潮を一掃してしまった様子が詳しく描かれている。事件と共にデカダンスは社会
的に葬られてしまったと言ってもよいであろう。従ってデカダンス否定の風潮の中
で，シモンズがサンボリスムヘと傾いていったということは充分あり得ることであ
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る。だが逆に，こうした状況下で創干1」された『ザ・サヴォイ』は，編集長が初期の
『ザ・イエロー・ブック』を悪名高いものにした「ステラ・マリス」（“Ste11a　Maris”）
のデカダンス詩人シモンズであり，美術主任が『ザ・イエロー・ブック』と同一視
されているビアズリーであって，デカダンスとのつながりを指摘されても言い逃れ
はできず，従って「編集者ノート」のデカダンス否定は社会的立場を考慮した一種
のポーズだったという見方もできるだろう。その場合，96年ユ月の時点でも実はま
だデカダントであったということになり，ユ2月の新刊予告はデカダント＝シモンズ
の証左であるということになろう。『ザ・サヴォイ』の解釈も論者によって異なっ
ていて，マンロはデカダンス性が強く残っていると述べ（“Thro㎎imt1ts　shor乞
Iife　T加∫α〃卯published　a　great　dea1of　Symons’work，聰10st　of｛t　decided1y　Decadent
in　tone，and　in　keep三ng　with　the　Decadent　formu1as　described　in　his〃αゆθ〆8〃αgα一
2伽artic1eofユ893．”）（27〕，ベックソンは既にデカダンスとは呼べないものとなっ
ていると主張している（“However、出e　eight㎜mbers　of　the∫α岬revea1Symons’s
progressive　awareness　that　not　Decadence　but　Symbolis皿1was　the　significaη〕iter－
ary　deve1opme耐of　the仰伽∫｛刎ε．”）（28）。どちらと読むかによって96年におけるシ
モンズの美学の傾向が決定されるわけで，これに関しては今後『ザ・サヴォイ』の
精密な分析が要請されるところだが，少なくとも96年の時期にはまだかなりの“揺
れ”が指摘でき，イエイツの影響も決定的ではなかったのではないかという疑問が
生じてくる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■1丁ンム’フ了タール　“揺れ”は私生活にも生じていた。リディァという名の　女性　との問題で
ある。彼女はジプシーの血が入ったどこか謎めいた女惟で，当時急速に大衆文化と
して台頭レてきていたミュージック・ホールで踊り子をしていた。ミュージック・
ホールに入り浸たりだったシモンズはこの女性に恋をするが，95年の2月に彼女は
別の男性と結婚し，あえなく挫折してしまう。これは相当な痛手だったらしく，後
の詩集の随所に彼女の姿が影を落とすようになる。さらに翌年3月16臼には母親の
リディア・シモンズが死去する。つまり，彼は95年，96年と立て続けに二人の“リ
ディア”を喪失したことになる。この一連の出来事に，それまでのデカダンス的生
活から脱して新しい美学を模索し出す原動力の発生を読み取る論者もいる（29）。
六
　こうした“揺れ”の中で，シモンズは自身の依って立つ美学をデカダンスからサ
ンボリスムヘ変更し，自著のタイトルを変更していくわけであるが，これまでの道
程を要約すると以下のようになる。
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91年4月
93年！1月
95年2月
96年王月
　　3月
　　夏
　　王2月
97年8月
　　11月
99年3月
「パリとポール・ヴェルレーヌに関するノート」
での両者否定
「文学におけるデカダントの運動」
リディアとの別離
ワイルド事イ牛
「編集者ノート」での非デカダント宣言
母リディアの死
イエイッとアイルランド旅行
ゴ文学におけるデカダントの運動』新刊予告
『パルジファル』体験→《ヴァーグナー再発見》
「ジョ』ジ・メレデイスに関するノート」
『文学におけるサンボリストの運動』
　ここで注目したいのは，ヴァーグナー再発見がデカダンスからサンボリスムに転
向していく最も重要な時期に位置していることである。サンボリスムヘの接近と
ヴァーグナーへの接近とが同じ時期の出来事だということである。このことはシモ
ンズのヴァーグナー観，サンボリスム観に重大な影響を与えていると考えられる。
まず指摘できるのは両者の結びつきの強さである。例えば，『文学におけるサンボ
リストの運動3のヴィリエ論には，
　There　was　but　one　man　among　his　contemporaries　to　whom　he　could　give，and　from　whom
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30）he　could receive，perfect　sympathy．That　nlan　was　Wagner．
とあり，メーテルランク論に，
　He［Maeter1inck］has　rea1ised，a重ter　Wagner，that　the　art　of　the　stage　is　the　art　of　picto一
・i・lb。。・ty、。flh。。。・・。。p。。d。。。。i。。hythmb．tw。。。th。。p。。k・・。，th．i・。…。。・di・g・．舳
とあるように，両者ともヴァーグナーとの関わりの中で描写されている。更に代表
的サンボリストであるマラルメに関する論でも，既に触れたように，両者の美学の
同質性を指摘するだけでなくヴァーグナーの方をより理想に近づいた芸術家として
扱っていた。
　また，デカダンスからサンボリスムヘ転向する際に，新らたに追加された美学が
幾つか指摘できるのだが，それもヴァーグナーとの関わりが深い。『文学における
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サンボリストの運動』の「緒語」（“Conclusi㎝”）で，
　［T］he　doctrine　of　Mysticism，with　wh1ch　all　this　symbolical1iterature　has　so　nluch　to
do，of　which　it　is　all　so　n1uch　the　expression，（32〕
と述べているように神秘主義がその一つである。これは専らイェイッによる影響だ
と考えられているが，『パルジファル』に関して，
　What　Wagner　has　tried　to　do　is　to　unite　mysticis㎜and　the　senses，to　render茎nysticism
　　　　　　　（33）through　the　senses．
と書いているようにヴァーグナーとの結びつきも強い。宗教性もまた追加された美
学として指摘できるのだが，「序説」（“lntmduction”）の，
　［i］t［hをerature］becoローes　itseぱa　kind　ofrehgion，with　all　the　duえies　and　responsibil1－
　　　　　　　　　134）ties　of　the　sacred　r三セua1．
という一節にヴァーグナーの“祝祭”思想を重ね合わせることもできるだろうし，
「『パルジファル』のレッスン」に，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛35）互should　say　that三n Pαγ5切α1he　is　profoundly　re1igious、
とあるように，『パルジファル』に認めていた特徴が何よりもこの宗教性なのである。
このようにシモンズにおいてはサンボリスムとヴァーグナーは不可分の状態で1司一
化され，いわば「ワグネリアン・サンボリスム美学」とも言うべき美学を形成して
いる。サンボリストとしての白己形成とワグネリアンとしての自己形成が“連動”
していたという事実は，シモンズのヴァーグナー観を分析する際にはもちろんのこ
と，彼のサンボリスム観を考察する際にも留意しておくべきポイントであろう。ワ
グネリアンとしてのシモンズを考察する際にはサンボリストの美学が顔を出し，サ
ンボリストとしてのシモンズを分析する際にはヴァーグナーの影が見え隠れしてく
るのである。それほどヴァーグナーという存在はシモンズ研究においては重要な存
在なのである。
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　97年1月30日の『ザ・サタデー・レヴユー』紙にシモンズは「マラルメの『ディ
ヴァガシオン』」（“Mallarmξ1s“DivagatioΩs””）という評論を発表している。この『ディ
ヴァガシオン』にはマラルメの有名なヴァーグナー論「リヒャルト・ヴァーグナー
　　あるフランス詩人の夢想」が収録されており，これが数カ月後に起ることに
なるヴァーグナー再発見の直接的契機となったのではないかという疑間が出てくる
かも知れない。その可能性は否定できないが，この1月の時点ではまだマラルメと
ヴァーグナーを結び付けて論じてはいない。両者の緒ぴつきが表面化するのは98年
11月1日の『フォートナイトリー・レヴユー』紙に発表された「ステファヌ・マラ
ルメ」（“Stephane　Ma1lame’’）　　これは後に『文学におけるサンホリストの運動』
のマラルメ論として収録される　　が最初であり，それ以前にはない。97年8月
のヴァーグナー体験を記録した評論（98年『ザードーム』の「『パルジファル』のレッ
スン」）も，そこにサンボリスム美学を指摘することは可能だが，マラルメの名は
出てこない。従って単純にマラルメからヴァーグナーという一方的な流れを決めつ
けるのは正確ではないだろう。現在入手可能な資料から判断する限り，両者の同一
化はむしろヴァーグナー体験以後になされたと考える方が自然なのではないか。マ
ラルメの論文の存在がヴァーグナー再評価への道を準備した可能性は充分に考えら
れるが，逆にヴァーグナー体験がサンボリスム接近の遣を開いたという可能性も1司
じ位残されているのである。96年12月の時点でまだデカダンス寄りの態度をとって
いたシモンズが，97年1ユ月には一転して否定的見解を示し，それ以降サンボリスム
ヘと傾倒していく。ヴァーグナー体験は8月の出来事である。“転向”に上記のマ
ラルメの書物が大きな役割を担っていたであろうことは容易に想像がつくが，ここ
に“ヴァーグナー体験の影響”を読み込むことも可能だろう。特に，転向への芽生
えが観察できる11月の「ジョージ・メレディスに関するノート」が，『パルジファル』
体験直後であることを考え合わせるとその感はますます強く左る。現在の所，ヴァー
グナーとマラルメのどちらが先であったのかを確定することはできない。この時期
の状況を説明する語としてはやはり“連動”という言葉が適切であると思われ
る。
　更に，サンボリスムヘ転向した頃から創作の中心が詩作から劇作へ移動していく
のだが，これもヴァーグナーが大きく関わっていると見ることができる。『パルジ
ファル』体験以前に発表されたあるいは書かれた詩集は四作，それに対し劇は一編
もない。体験以後は，1906年『挫界の道化』（7「伽Fooけ伽Woγ〃α1〃0〃wPo舳∫），
13年『ハートのジャック』（κ〃伽〃ψ肋αγf8），20年『レスビア』（Lθsわ｛αα〃α加γPo伽8）
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と詩集が数年おきに発表されるだけなのに対し，劇の方は16年に「ハーヴェスター
ズ」（“The　Harvesters”），「アグリッピナの死」（“The　Death　of　Agrippina”），「ユ
ダヤのクレオパトラ」（“Cleopatra　inJud鎚a”）という三編の戯曲を収めた『悲劇集』
（〃螂肋8），17年『トリスタンとイズールト』（Tγ｛8fα？包舳〃舳1亡），19年『おもちゃ
の車』（丁加ToツCα〃），20年『チェザーレ・ボルジア，ブリタニーのイズールト，
おもちゃの車蟹（α8α惚Boγψ，∫∫舳〃ψ8γ伽舳γ加roツ0α竹）と立て続けに発表さ
れ，更にこの間に二つの重要な総合芸術の理論書『劇，演技，音楽J（1903年刊行）
と『七つの芸術の研究』（∫肋（伽8伽∫ω舳λγ彦81906年刊行）も出版されている。明
らかに彼の眼は劇の方を向き始めるのである。特に『トリスタンとイズールト』は
内容からみてもヴァーグナーの『トリスタンとイゾルデ』を基にしていることは明
白であり，こうした状況にヴァーグナーの影響を浮上させることも充分可能だろう。
　劇に関してはマラルメも評論を残しているので，ヴァーグナーばかりを強調する
のも正確ではないのだが，上述のようにシモンズがヴァーグナーをマラルメよりも
上位に位置づけていたことは事実であり，また，ヴァーグナーを劇における理想と
見ていたことは「『パルジファル』のレッスン」でも，
　［W］e　should　have　learnt　a1ittle，at　least，of　what　the　art　of　the　stage　shou1d　be，of
whatWagner　hasshown　usthatitcan　be（36）
と記述していることから明白で，影響の問題を抜きにしてもやはり劇作家としての
シモンズを考える上でヴァーグナーの存在は重要視せざるを得ないのである。少な
くとも，ヴァーグナーを軸にしてシモンズのテクストを読み直すことで，それまで
漠然としか見えていなかった彼の美学的特徴の一側面が明らかになってくるのでは
ないか。特にこの97年という年がヴァーグナーとの問題を考えるにしても，サンボ
リスムの問題を考えるにしても，重要なターニング・ポイントであるということは
もっと強調されておくべき事実であると筆者は考える。
八
　ヴァーグナー体験を巡る重要なコンテクストの一つとして，デカダンスからサン
ボリスムヘの転向という状況を論述してきたが，その転向とはどういうものだった
のだろうか。一般的には，デカダンス的な刹那主義からサンボリスム的な永遠の美
の探求へという図式が想像されるのだろうが，では，ヴァーグナーの再発見が転向
時期に位置していたということがどういう意味を持つと解釈できるだろうか。マン
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~ll i~ "Ll] t seems likely that these talks prompted Symons to look again at his Dec 
adent writers from a different point of view and to see them at last not simply as 
artistic perfectionists,... but as writers who sought transcendence through their 
art."(37) ~, ~Jlrf ~/ ~~)~~~*~"~'~"~~'~m~+~)'~*+>~~~~~~;, ;~~~~~---T')~ ~f~/ h ~ LC-)~;*~~LCV~f._-~~ 
'~"~L~-i~~f._-~) ~~~*~;~f,_'-eC~y :/ ;~' ~) ;~ h ~ L~~;9*~~ L~l~ Lf._-~)~~~] ~)~l~n~~)p~l~~/:~ ~ ~~~C 
V*~). ~/;~/;~:~ 934i~)~#~r~T)~ ~ /;~~:~~)J~ ~ e ~;~~LCV~~ ~)~ ~ 1) 
~l~ r~C~~:e~~5ef~)f)ty~/~ h~)~~~~J ~~l~l~);~O~~~J~ ~. 
The most repl~esentative literature of the day - the writing which appeals to, which has 
done so much to form, the younger generation - is certainly not classic, nor has it any rela-
tion with that old antithesis of the Classic, the Romantic. After a fashion it is no doubt a dec-
adence; it has all the quaiities that mark the end of great periods, the qualities that we find 
in the Greek, the Latin, decadence: an intense self-consciousness, a restless curiosity in re-
search, an over-subtilizing refinement upon l~efinement, a spiritual and moral perversity. If 
what we call the classic is indeed the supreJne al~tthose qualities of perfect simplicity, 
perfect sanity, perfect proportion, the supreme qualities  then this representative litera-
ture of to-day, interesting, beautiful, novel as it Is, is really a new and beautiful and in-
(38) teresting d isease. ( T,f~'tJ~~~~~ l~J~~f ) 
"T)~ ~ /;~" i~~ ~ ~ ~7~ f;z,a)~ )( :/ ~~S~ < t~l~~O Ll~ Li~~' I ~l~~V*e: 
rL} ~ tL ~) ;~~ / T ;~ + ;L ~) ~~] - 7~~~;--*-~~~~:~l~lw~ (Les Collsiclirations sur les causes ~+ 
de la graludeur des Romail4s et de leur dicadence) IC LC ~ ~~.__~L~, ~~~^?~~~)~~:[~I~~~^.~~+'-~ 
~) ~). ~:JL- )1/ ' 7 )~ f 4 ) ~C J~ ~1~i~ "D~cadent est un mot nouveau, peut-etre 
cr~e apr~s la lecture d'un sonnet oti Verlaine" (39) ~ V~ 1) ~ ~ ~ Z~) ~)~ ;~~) ij ~l~ )~ 
L･- ~~ a) y ~~ ~ }~ r~ ~) ~ ~J - "Je suis l'Empire ~ la fin de la d~cadence "(40) 
~~)O~, ~ ~IC ~~~~*~ ~?7~~,~~lik~,~<"~~)~~V~~ T)ty ~ /;~~ ~'.~~7J~:~~~CV~~ . . 
T ~7 ~ / ;~ ~ ~jt~)~~jU~l~i~a)-~~n/.J~ )~ - ~ ~ Z~) ~ ~ V~V~ ~ ~)~i~f~~V~.85ili~)~)V ' 
7 4 )~ ~ll~ '~<~a)-~'~' "Le d~cadent n'a pas d'id~es. Il n'en veut pas. Il aime mreux les 
mots. C'est au lecteur ~ comprendre et ~ mettre des id6es SOuS Ies mots. Le lecteur 
s'y refuse g~n~ralement. De l~, m6pris du d~cadent pour le lecteur " (41) eC ~ ;~O)f~i 
n~Jj~~~1)tLCV~~). 
L~ L ;/;~ l;~:~T~ ;~ h ~) "T ~ty ~ ~/;~" ~CiiR~ ~)~'lCll~)~)~ )< --~~~~)~). 
-Oi~ "perversity" " ' dlsease" e~~~~~ ~; tL~)i~;i~~ ･ _[~~~.?'/~ ･ il'~'i~{: ~ V)O f,_-~~i~:n~ -
?~~~~~7___.n~4 )( - -~)/TF･f'~~)~ )4 - ). ~~ LC ~ ~ -O}~ "refinement" fJ~ ~'~)~r~i~+~~"~+~~ 
;~LCV~~)~~;,~',~ ･ ~L~~7 /;~ (T7~;}~!~y'J'f~~~~~ F'.*~~~'~ ~L/r~*V¥) 75t~~f~:~~a)~i~i~n~~ 
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メージ／上昇のイメージである。“病”よりは“繊細”の重視，すなわち“生産的
デカダンス”と言える側面を有している。つまりこの点で一般的なデカダンス観
　　ワイルド事件時代の一般民衆のイメージ　　とのずれが存在していると言え
る。もちろん，デカダンスのプロトタイプとして，ユイスマンスの『さかしむを
挙げていることを見ても，破滅性を全く認めていないわけではない。しかしシモン
ズが「デカダンスの理想」と見傲していたのは，
　Tofixthelastfi・eshade，thequi・tess・・ceofth1㎎s；t・fi・itf1eeti・gly；t・beadis－
embodied　voice，and　yet　the　voice　of　a　human　soul＝that　is　the　ideal　of　Decadence，and　it　is
what　Paui　Veriaine　has　achieved．｛42）
と述べているようにユイスマンスではなくヴェルレーヌであることも忘れてはなら
ない。ここから連想されるヴェルレーヌは「ものうさ」のヴェルレーヌではなく，
“C…㎝…ω㎝・1・・。。。。。。㏄。。。，／P。・！。。。。1。。・，。i。・叩・1。㎜・…！”〔43）とい
う一文のあるザ詩法」のヴェルレーヌである。この意味での“デカダンス”はいわ
ば“ニュアンス”の美学とも言うべきものであって，明らかにプラスのイメージに
満ちたデカダンス観である。いわば，世間的にはマイナスのイメージのみを付与さ
れていたデカダンスというシニフィァンに，シモンズはプラスのイメージを付加さ
せた。ここに第一のずらしが指摘できよう。そしてその後96年から97年にかけてシ
モンズは，様々な状況の下で，デカダンスという語に内在している否定的側面を排
除しようとする。これが第二のずらしである。つまりシモンズにとっての“デカダ
ンス”という語は，「マイナスのシニフィェ」→「マイナスとプラス混在のシニフィ
エ」→「プラスのシニフィエ」という過程を辿っているわけである。そして「プラ
スのシニフィエ」に変化していく過程で，神秘主義や宗教性，暗示の技法への意識
の強化などが新らたに加味され，最終的にはシニフィアンまでもが“サンボリスム”
に変貌してしまうのである。これがデカダンスからサンボリスムヘの転向の内実で
あったと考えられる。Aというレッテルから全く別のBというレッテルに張り替え
たのとは違うのである。いわばシニフィエのずらしがもたらしたシニフィアンの置
換なのである。かつては“デカダンス”というシニフィアンに含まれていたニュア
ンスの美学は，99年には“サンボリスム”というシニフィアンに融合されるので，
その意味ではこの転向には連続性が指摘できる。「文学におけるデカダントの運動」
で「デカダンスの理想」とされていたはずのヴェルレーヌが『文学におけ亭サンボ
リストの運動」でも扱われているのはこうした理由からであり，「デカダンスの典型」
であるユイスマンスが病める世紀末文学者から，神秘主義の探求者としてその特徴
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の焦点がずらされているのもこうした理由からである。
　95－7年頃のシモンズはイェイッの影響やワイルド事件，二人のリディアの喪失
など様々な状況の中で，文学理論のレヴェルにおいても私生活においても，デカダ
ンスという語に内在している退廃・消極・崩壊などのマイナスのファクターを排除
し，それを乗り越える方向に移動しつつあった。シモンズは“崩壊”“拡散”では
なく，強い凝縮力を持つ力によって“統合”への道を進み始めていた。ベクトルが
方向転換し，新たな“力”で新たな美学を再構築しようという欲動が現われ，その
必然的帰結としてヴァーグナー再発見がなされたのである。
　「『パルジファル』のレッスン」に次のような一文がある。
And，so　perfectly　do　a11the　arts　flow　into　one、（44〕
詩，音楽，演技，舞台装置といったあらゆる要素が結合し有機的統一体を形成する。
ヴァーグナーのいわゆる総合芸術性について触れた箇所であるが，ここに“統合”
を志向し始めたシモンズの新境地を重ね合わせることはできるだろう。後の「バイ
ロイトのヴァーグナーに関するノート」でも『パルジファル』に関して，
［T1h…i・…｛ythmth…gh・。t；m。・i・．。。ti。。，。p。。・h，・1i・b・y1t．（側
と同様のことを述べていて，舞台上のすべての現象があるひとつのもの　　シモ
ンスが重視しているのはモノトナスな“リスム”　　に収飯していく，そうした
集約性，統合力を賛美しているのである。97年になってどうして突然のようにヴァー
グナー再評価がなされたのか，その答は既述したことの他に，このあたりにも求め
られそうである。
注
（1）管見による隈りイギリスにおけるヴァーグナーの上演史を完全な形で纏めた研究書は
　　まだない。従って本論では以下の資料を参考とした。Er1c　Wa1terWhite，λ舳吻ψ
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